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学校支援ボランティア通信 

 

広げよう！広がろう！学校の応援団 
 

浦 町 中 学 校 

青森市立浦町中学校は、平成 20 年度から学校支援地域本部事業に取り組んでいます。

中学校としていち早く、図書室の環境整備や給食メニューの入力補助、職業講話の講師の

選定と交渉において、学校支援コーディネーターやボランティアの方々と協力した活動を

行っています。また、浦町地区として、近隣の堤小学校、橋本小学校、浦町小学校、莨町

小学校とも、つながりを持ちながら、事業を推進しています。 

9 月 7 日(金)に行われました「職業講話」の様子を、取材しましたのでご紹介します。 

第２７号 

興味深い職業講話の種類 

 
7 月に、学校支援コーディネーターが

学校から依頼を受けて、講師との連絡・

調整を開始。学校はコーディネーターの

情報をもとに、夏休み中に実施計画を立

てました。 

 

（義肢装具士による講話） 

実物や電子黒板等を活用 

した分かりやすい説明。 

（幼稚園教諭講話） 

園児対象の読み聞かせやゲー 

ム、教材の作成を体験。 

（ネイリストによる実演） 

つけ爪用の爪に、マニキュ

アの塗り方を教わる。 

今年度は、スポーツ、アナウンサー、

新聞記者、警察官、消防士、和菓子職人、

幼稚園教諭、助産師、ネイリスト、ＩＴ

関係、青果卸売、義足装具士の１２の職

種の講話を実施しました。 

 

実施までのスケジュール 

1学年から3学年の縦割りグループを編成して、自分の選んだコースでの学習でした。

授業のはじめは、講師の方々へ向ける眼差しに、やや緊張感がありましたが、実演や体

験になると、生き生きとした表情で意欲的に参加する生徒たちの姿をたくさん見ること

ができました。事後、勤労の意義を考え直す機会となったとする感想が多かったです。 

校長 石岡篤実先生  生徒数470 人 

 



 

 
 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
平成 30年度第２回 

学校支援コーディネーター 
研修会の様子 

 

１１月 20 日(火)学校支援コーディネーターの研修
会を開催しました。今回は、来年度から事業実施が予
定されている学校のコーディネーターや、市内の小・
中学校の教頭先生の参加もあり、研修内容が一層深ま
りました。 

 

 

 

  
事例発表は、事業実施２年目の古川中学校にお願いしました。校長先生と学校支援コ

ーディネーターの両者から、それぞれの視点に立った発表でした。 
校長先生をはじめ学校とコーディネーターの疎通が図られているばかりでなく、学区

内のコーディネーター同士の情報交換もよくなされていることが、事業の成果につなが
っていると感じました。 

 

 

大野小学校のちょっと珍し
い取り組みです。 

 

 

校長の山田由子先生の 
お話より。 

「生徒たちには、地域の大
人の方々と関わる経験をし
て欲しい。地域の方には、学
校の教育活動を理解し、力を
貸して欲しい。ボランティア
に参加してくださる方には、
やってよかったと感じて欲
しい。」と思っています。 

 

 

 

古川小学校のコーディネ
ーター 丹野陽子さんの
お話より。 
今年度は休み時間や掃

除の時間などの見守り活
動もしています。先生方や
ボランティアの皆さんと
のコミュニケーションを
大切にしています。 
 

 

 

高校生による読み聞かせ活動 
日頃の読み聞かせ活動が盛んな大野小学校です

が、昨年度から、年１回、近くにある青森県立青森
中央高校の生徒さんを交えた「全校お話会」も実施
しています。 
高校生の、朝、学校へ通学する途中での一仕事で

す。8 時 5 分から 8 時 20 分まで、全部の教室で一
斉に行います。この日は高校生が 5 人、高校の先生
が 1 人、学校支援ボランティアが 13 人、学年に応
じた、色々な絵本を読んでくださいました。 

 

 

 

控え室で、先ずは
校長の中村直人
先生と朝のあい
さつです。 

 

 

 

音楽が流れている
間に、自分が聞き
たい絵本の読み聞
かせをする教室に
移動します。 

 

 
各教室の入り口に
は、絵本の題名と
イラストが貼って
あります。 
３年１組の教室で
は「１00万回生き
たねこ」です。 

 

 

いよいよ読み聞かせの始まりです。
緊張しましたが、子どもたちの笑顔
が励みになったようです。最後に感
謝状を渡され、とても嬉しそうでし
た。 

 

 平成 31 年 3月発行の「てとて」第 28 号では、最近、各校で行われている新しい取り組みに

ついてご紹介する予定です。 

 

 

 
 
・図書室の整備 
・調理実習の補助 
・学校行事の補助 
・地域行事へ参加する生徒の
見守り 

・給食ＡＢメニューの打ち込
み補助 

・部活動の支援 

 

 

 

古川中学校の学校支援活動 

 

 

古川中学校のコーディネ
ーター 山中裕子さん 
舘山睦子さんのお話より。 
図書室の環境整備の活動

は、毎週水曜日に行うなど定
着してきました。ボランティ
ア募集のチラシは、カラーの
用紙を使うなど、保護者に分
かりやすいように工夫して
います。 

 

 

 

グループワークの発表 

 

 


